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大分県マリンカルチャーセンターの指定管理候補者の

選定結果について

平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 ２ ６ 日

大分県農林水産部 漁業管理課

１ 経緯

大分県マリンカルチャーセンターの指定管理候補者の選定にあたり、大分県マリンカルチャ

ーセンター指定管理候補者選定委員会（以下、選定委員会）は、応募事業者から提出された書

類の審査を行ってまいりましたが、このたび、審査・選定が終了いたしましたので、ここに結

果をお知らせします。

２ 大分県マリンカルチャーセンター指定管理候補者選定委員会 委員等

委 員 長 牧 稔 （大分県農林水産部審議監）

委 員 関谷 忠 （別府大学国際経営学部教授）

委 員 西村 昭郎 （株式会社ＪＴＢ九州大分支店長）

委 員 堀 精治 （大分県旅館ホテル生活衛生同業組合事務局長）

委 員 小川 浩 （大分県農林水産部漁業管理課長）

３ 指定管理候補者選定の経過

項 目 年 月 日

●第１回大分県マリンカルチャーセンター指定管 平成２２年７月２日（金）

理候補者選定委員会

（審査基準、スケジュール、募集要項等の検討）

公募開始 平成２２年７月２１日（水）

（公告）

公募に関する現地説明会実施 平成２２年８月３日（火）

公募に関する質問受付 平成２２年８月４日（水）から

８月１７日（火）まで

公募に関する質問回答 平成２２年９月１日（水）

申請書の受付（申請 ３団体） 平成２２年９月８日（水）から

９月２１日（火）まで

応募資格等確認 平成２２年１０月１３日（水）

ヒアリング実施通知 平成２２年１０月１３日（水）

●第２回大分県マリンカルチャーセンター指定管 平成２２年１０月１９日（火）

理候補者選定委員会（ヒアリング、審査、協議、

選定）

※●は選定委員会
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４ 審査の方法、審査基準及び配点について

７月２日に開催した第１回大分県マリンカルチャーセンター指定管理候補者選定委員会に

おいて、審査基準及び配点を定めました。この内容は、募集要項に記載しています。

審査基準 審査基準における評価項目 配点

１ 事業計画書の内容が、・施設の設置目的及び県が示した管理運営の方 ２５点

県民の平等な利用が確 向性との整合性 × ５人

保されるとともに、サ ＝１２５点

ービスの向上が図られ ・平等な利用を図るための具体的手法及び期待

るものであること される効果

・サービスの向上を図るための具体的手法及び

期待される効果

２ 事業計画書の内容が、・利用者増を図るための具体的手法及び期待さ ２０点

公の施設の効用を最大 れる効果 × ５人

限に発揮するものであ ＝１００点

ること ・利用者の安全管理及び施設の維持管理計画の

内容並びに実現の可能性

３ 事業計画書の内容が、・施設の管理運営にかかる経費の内容 ２５点

管理に係る経費の縮減 × ５人

が図られるものである （算定式） ＝１２５点

こと 最低申請者の価格／当該団体の価格×２５点

※少数第１位を四捨五入

４ 事業計画書に沿った ・安定的な運営が可能となる人的能力 ３０点

管理を安定して行う能 × ５人

力を有しているもので ・収支計画の内容、適格性及び実現の可能性 ＝１５０点

あること

・安定的な運営が可能となる経理的基盤

・類似施設の運営実績

計 ５００点
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５ 申請団体一覧

平成２２年７月２１日（水）から９月２１日（火）までの間、公募を行い、以下の団体か

ら申請がありました。

（受付順）

団 体 名

１ 安田建物管理株式会社

２ いづみ印刷株式会社

３ 株式会社サンテツ

計 ３団体

６ 選定結果及び選定理由

選定委員会において厳正な審査を行った結果、次の団体を指定管理候補者として選定しま

した。

【団体名】

株式会社サンテツ（佐伯市春日町８－２６）

【事業概要】

港湾荷役業、倉庫業、ホテルの経営、飲食店、喫茶店の経営、海上運送業、船舶貸渡業、建

物賃貸業、通信機器、ＰＣの販売ならびに保守等

【選定理由】

株式会社サンテツの提案は、地域との連携をいかした管理運営や事業内容が具体的であり、

その他提案内容についても他の申請者に比べると実現性・安定性があり、その点が高く評価さ

れた。社会教育主事有資格者を５名配置するなど、教育的な観点からの施設利用についても優

れていた。

具体的には、施設利用の公平性、関係団体等との連携及び各種事業についての検証や提言を

図ることを目的とした地域住民や関係団体から構成される管理運営協議会を設置すること。地

元漁業者やＮＰＯ法人かまえブルーツーリズム研究会などと連携して行う漁業体験等の実施。

地産地消の観点から、地元漁協から新鮮な魚介類を調達することをはじめ、水産加工物や野菜

等も地元から調達するなど、施設の設置目的及び県が示した管理運営の方向性の面で高く評価

された。

社会教育施設としての管理運営に関して、社会教育主事有資格者を５名配置して社会教育事

業の推進を図るとともに、小・中学校、高等学校及び特別支援学校等が教育活動として施設を

利用する際に円滑で安定的な運営が可能となる人的能力の面で優れていた。

その他提案内容についても、他の申請者に比べると具体性があり、収支計画及び事業内容等

に沿った施設の管理運営が安定して行われると認められた。

上記内容等を踏まえて総合的に判断した結果、株式会社サンテツが指定管理候補者として選

定された。

【指定期間】

平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日まで（５年間）
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７ 審査の評価及び得点 （各団体の評価項目毎の合計得点、総得点及び総合評価）

団 体 名

審査基準 審査基準における評価項目 株式会社サ 安田建物管 いづみ印刷

ンテツ 理株式会社 株式会社

１ ・施設の設置目的及び県が示し

事業計画書の内容が、県 た管理運営の方向性との整合性 ３７ ２５ １３

民の平等な利用が確保さ

れるとともに、サービス ・平等な利用を図るための具体

の向上が図られるもので 的手法及び期待される効果 １５ １５ １４

あること

・サービスの向上を図るための

具体的手法及び期待される効果 ５２ ５０ ３８

小計 １０４ ９０ ６５

２ ・利用者増を図るための具体的

事業計画書の内容が、公 手法及び期待される効果 ４３ ４０ ２５

の施設の効用を最大限に

発揮するものであること ・利用者の安全管理及び施設の

維持管理計画の内容並びに実現 ２７ ３７ １９

の可能性

小計 ７０ ７７ ４４

３ ・施設の管理運営にかかる経費 １１５ １２５ １２０

事業計画書の内容が、管 の内容（５年間の提案価格合計、 H23 76,000 H23 72,000 H23 76,650

理に係る経費の縮減が図 単位：千円） H24 76,000 H24 70,000 H24 75,600

られるものであること ＜算定式＞ H25 76,000 H25 70,000 H25 73,500

最低申請者の価格／当該団体の価格 H26 75,000 H26 70,000 H26 73,500

×２５点 H27 74,000 H27 69,000 H27 70,000

※少数第１位を四捨五入 計 377,000 計 351,000 計 369,250

小計 １１５ １２５ １２０

４ ・安定的な運営が可能となる人

事業計画書に沿った管理 的能力 ６７ ５６ ５０

を安定して行う能力を有

しているものであること ・収支計画の内容、適格性及び

実現の可能性 ２３ １５ １６

・安定的な運営が可能となる経

理的基盤 ２２ １９ １８

・類似施設の運営実績 １１ ８ １

小計 １２３ ９８ ８５

合 計 ４１２ ３９０ ３１４
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【サービス改善提案事業：株式会社サンテツ】

採択されたサービス改善提案事業 採択額

・インターネットによる宿泊予約システム導入 平成２３年度～平成２７年度 各年度

・館内に設置したパソコンによる各種情報提供 ５００千円／年

【総合評価】

地域との連携をいかした管理運営や事業内容が具体的であり、その

株式会社 他提案内容についても他の申請者に比べると実現性・安定性があり、

サンテツ その点が高く評価された。社会教育主事有資格者を５名配置するなど、

教育的な観点からの施設利用についても優れていた。

（詳細については、選定理由参照）

４年間の経験を踏まえ収支計画は堅実であるが、安定した管理運営

を行うためには、施設利用料・宿泊客収入の増加を図ること等が今後

の課題である。

施設の維持管理及び利用者の安全管理の面では、会社の特性をいか

安田建物管理 した優れた提案内容であり、提案価格が最も低価格であった点などは

株式会社 高く評価された。

県内利用者の増加よりも、県外利用者の誘致に力点がおかれ、また、

地域との連携や地元食材の調達の面でも具体性に乏しいことから、施

設の設置目的及び県が示した管理運営の方向性において、評価が低か

った。

館長候補者については特定されてなく、社会教育主事有資格者等の

人的能力や収支計画の実現可能性などの面においても劣っていた。

「ちょこっと海へ行こう（ちょこ海）戦略」と名付けて行う海洋教

いづみ印刷 育のプログラム化、海洋療法の研究など、多くの斬新な事業計画を提

株式会社 案されている。また、５年目には提案価格を大幅に削減するなど強い

意欲が伺える。

しかし、事業計画の全体を通して具体的な記述に乏しく、また、類

似施設の運営実績がないこともあり、実現可能性の面で評価が低かっ

た。

８ 今後の予定

指定管理候補者は、選定委員会の結果をふまえて県で正式に決定され、県議会の議決を経た

うえで、指定管理者として指定されます。

【参考資料】

●第１回大分県マリンカルチャーセンター指定管理候補者選定委員会議事要旨

○議題

(1)選定委員の委嘱及び委員長の選任等について

(2)大分県マリンカルチャーセンターの概要について

(3)審査基準及び選定方法について

(4)募集要項、仕様書、申請書類、事業実績資料について

(5)今後の日程について
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○結果

事務局から説明を行い、各議題について協議され、いずれも原案どおりに承認された。

●第２回大分県マリンカルチャーセンター指定管理候補者選定委員会議事要旨

申請者に対するヒアリングを実施後、審査基準に基づき５名の委員が採点を行い、その集計

結果を基に委員から意見が述べられた。

また、指定管理候補者決定後、株式会社サンテツが提案した「サービス改善提案事業」の採

択の可否を行った。

○株式会社サンテツに対する主な意見

・地域との連携や地産地消など管理運営の基本的考え方が具体的であり優れている。また、

県内利用者に軸足を置いた計画である。

・４年間の経験を踏まえた現実的な提案である。

・現指定管理者の提案内容を厳しく評価したが、結果として１番であった。

・自己資本比率が３者で１番高く、財務状況は健全であり、安定的な運営が可能である。

・地域関係団体で構成された管理運営協議会の設置は評価できるが、県内全域からも意見

をもらう必要がある。

○安田建物管理株式会社に対する主な意見

・建物の総合管理事業を行っており、施設の維持管理や利用者の安全管理の計画は優れて

いる。

・福岡県を中心とした県外からの誘客も必要であるが、大分県の施設であり、まずは県内

利用者の増加に重点を置いた計画にしてもらいたい。

・県外企業であるため、佐伯市内に事務所を置く予定であるなどの努力は認められるが、

地域との連携に不安がある。

・宿泊施設の運営実績がない中で、宿泊者数が毎年５～１０％増の計画であるなど提案内

容の実現可能性が懸念される。

○いづみ印刷株式会社に対する主な意見

・「ちょこっと海へ行こう(ちょこ海)戦略」などのキャッチコピーはすばらしい。

・館長候補者は、総合レジャー施設(宿泊施設有り)で長年の勤務実績があり、具体的に評

価できる人物であった。

・珊瑚の生息調査や「海と健康」商品の開発などのために、毎年１，０００万円の調査研

究費を計上するなどの特徴があった。

・各種事業の提案内容は斬新であったが、全体的に実現するための具体性に乏しい。

○サービス改善提案事業の採択の可否について

委員会で協議した結果、株式会社サンテツから提案があった「サービス改善提案事業」に

ついては、採択された。

なお、「サービス改善提案事業」の年度ごとの事業及び収支計画については、県と協議の

うえ、実効性のある内容にして実施すること。


